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Sun Cluster HA for WebSphere MQの
インストールと構成

Sun Cluster HA for WebSphere MQのイ
ンストールと構成
表 1–1に、 Sun Cluster HA for WebSphere MQのインストールと構成に必要な作業を
示します。指定された順番どおりに、各作業を行ってください。

表 1–1作業マップ : Sun Cluster HA for WebSphere MQのインストールと構成

タスク 参照箇所

インストールを計画する 6ページの「Sun Cluster HA for WebSphere MQの概
要」

6ページの「Sun Cluster HA for WebSphere MQのイン
ストールと構成の計画」

WebSphere MQをインストールして
構成する

14ページの「WebSphere MQのインストールおよび構
成方法」

インストールと構成を確認する 17ページの「WebSphere MQのインストールおよび構
成の確認方法」

Sun Cluster HA for WebSphere MQ
パッケージをインストールする

18ページの「Sun Cluster HA for WebSphere MQ
パッケージのインストール方法」

Sun Cluster HA for WebSphere MQ
を登録して構成する

19ページの「Sun Cluster HA for WebSphere MQの登
録および構成方法」

Sun Cluster HA for WebSphere MQ
のインストールと構成を確認する

21ページの「Sun Cluster HA for WebSphere MQのイ
ンストールおよび構成の確認方法」

Sun Cluster HA for WebSphere MQ
の障害モニターを理解する

22ページの「Sun Cluster HA for WebSphere MQ障害
モニターの概要」
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表 1–1作業マップ : Sun Cluster HA for WebSphere MQのインストールと構成 (続き)
タスク 参照箇所

Sun Cluster HA for WebSphere MQ
をデバッグする

24ページの「Sun Cluster HA for WebSphere MQのデ
バッグを有効にする方法」

Sun Cluster HA for WebSphere MQの概
要
WebSphere MQメッセージングソフトウェアを使用すると、プログラマが容易に実装
できる方法で、異なるオペレーティングプラットフォーム上のビジネスアプリケー
ション間で情報交換が可能になります。プログラムは、1回限りの配信と時間に依存
しない通信が約束されるWebSphere MQ APIを使用して通信を行ないます。

Sun Cluster HA for WebSphere MQデータサービスのメカニズムによって、
WebSphere MQサービスの順序正しい起動、停止、障害モニター、自動フェイルオー
バーを実行できます。次のWebSphere MQコンポーネントは、Sun Cluster HA for
WebSphere MQデータサービスによって保護されます。

表 1–2コンポーネントの保護

コンポーネント WebSphere MQコンポーネントを保護するデータサービス

Queue Manager Sun Cluster HA for WebSphere MQ

Channel Initiator Sun Cluster HA for WebSphere MQ

Command Server Sun Cluster HA for WebSphere MQ

Listener Sun Cluster HA for WebSphere MQ

Trigger Monitor Sun Cluster HA for WebSphere MQ

Sun Cluster HA for WebSphere MQのイ
ンストールと構成の計画
ここでは、Sun Cluster HA for WebSphere MQのインストールと構成の計画について
説明します。
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構成に関する制限事項

注意 –次の制限事項を守らないと、データサービスの構成がサポートされない場合が
あります。

ここで示す制限事項を考慮して、Sun Cluster HA for WebSphere MQのインストール
と構成の計画を行ってください。ここでは、Sun Cluster HA for WebSphere MQにの
み適用されるソフトウェアとハードウェア構成の制限事項を示します。

すべてのデータサービスに適用される制限事項については、『Sun Cluster 3.1ご使用
にあたって』を参照してください。

� Sun Cluster HA for WebSphere MQデータサービスは、フェイルオーバーサービ
スとしてのみ構成できます – WebSphere MQはスケーラブルなサービスとしては
運用できないため、Sun Cluster HA for WebSphere MQデータサービスは、
フェイルオーバーサービスとして運用するようにのみ構成できます。

� /var/mqmをグ広域ファイルシステムとしてマウント – WebSphere MQのインスタ
ンスを複数インストールする場合は、/var/mqmを広域ファイルシステムとして
マウントする必要があります。

この制約が生じるのは、WebSphere MQがキーを使用して内部制御構造を作成す
るからです。これらのキーは ftok() 関数呼び出しから、ファイルシステムの i
ノード番号に基づいて生成されます。iノードが異なるファイルシステム上にある
と、クラッシュする可能性があります。したがって、/var/mqm を広域ファイル
システムとしてマウントし、この問題が発生しないようにします。

複数のWebSphere MQインスタンスをインストールする予定がない場合は、
/var/mqmを広域ファイルシステムとしてマウントする必要はありません。しか
し、将来別のWebSphere MQ Managerを配備したときに、 /var/mqmを広域
ファイルシステムとしてマウントするという制約が適用される可能性を考慮し、
/var/mqmは広域ファイルシステムとしてマウントすることを推奨します。

� WebSphere MQをクラスタファイルシステムにインストール – WebSphere MQ製
品は最初、 /opt/mqmおよび /var/mqmにインストールされます。しかし、
WebSphere MQ Managerが作成されたときに作成されるデフォルトのディレクト
リ位置は、/var/mqm/qmgrs/<qmgr_name>および
/var/mqm/log/<qmgr_name>です。これらのディレクトリ位置は、フェイル
オーバーファイルシステム (FFS)としてでも、広域ファイルシステム (GFS)として
でもマウントできます。

WebSphere MQ Managerをフェイルオーバーファイルシステムに配備し、複数の
WebSphere MQ Managersの配備を予定している場合は、広域ファイルシステム
/var/mqmからフェイルオーバーファイルシステムへのシンボリックリンクを作
成する必要があります。広域ファイルシステムにローカルとしてマウントをネスト
することはできませんが、フェイルオーバーファイルシステムへのシンボリックリ
ンクによって、この問題を克服できます。
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注 –広域ファイルシステムをマウントする場合は /globalという接頭辞を指定し、
フェイルオーバーファイルシステムをマウントする場合は /localという接頭辞を
指定するようにしてください。必須ではありませんが、こうするのが最も好都合
です。

例 1–1 WebSphere MQ Managers (フェイルオーバーファイルシステムの場合)

フェイルオーバーファイルシステムにWebSphere MQ Managersが 2つあり、
/var/mqm に広域ファイルシステムへのシンボリックリンクを設定する例を示し
ます。最終出力は、Solaris Volume Managerを使用して配備されたWebSphere
MQ に対応する /etc/vfstab エントリのサブセットです。

# ls -l /var/mqm
lrwxrwxrwx 1 root other 11 Sep 17 16:53 /var/mqm ->
/global/mqm
#
# ls -l /global/mqm/qmgrs
total 6
drwxrwxr-x 8 mqm mqm 512 Sep 17 09:57 @SYSTEM
lrwxrwxrwx 1 root other 22 Sep 17 17:19 qmgr1 ->
/local/mqm/qmgrs/qmgr1
lrwxrwxrwx 1 root other 22 Sep 17 17:19 qmgr2 ->
/local/mqm/qmgrs/qmgr2
#
# ls -l /global/mqm/log
total 4
lrwxrwxrwx 1 root other 20 Sep 17 17:18 qmgr1 ->
/local/mqm/log/qmgr1
lrwxrwxrwx 1 root other 20 Sep 17 17:19 qmgr2 ->
/local/mqm/log/qmgr2
#
# more /etc/vfstab (Subset of the output)
/dev/md/dg_d3/dsk/d30 /dev/md/dg_d3/rdsk/d30 /global/mqm

ufs 3 yes logging,global
/dev/md/dg_d3/dsk/d33 /dev/md/dg_d3/rdsk/d33 /local/mqm/qmgrs/qmgr1
ufs 4 no logging

/dev/md/dg_d3/dsk/d36 /dev/md/dg_d3/rdsk/d36 /local/mqm/log/qmgr1
ufs 4 no logging

/dev/md/dg_d4/dsk/d43 /dev/md/dg_d4/rdsk/d43 /local/mqm/qmgrs/qmgr2
ufs 4 no logging

/dev/md/dg_d4/dsk/d46 /dev/md/dg_d4/rdsk/d46 /local/mqm/log/qmgr2
ufs 4 no logging

#

例 1–2 WebSphere MQ Managers (広域ファイルシステムの場合)

広域ファイルシステムにWebSphere MQ Managersが 2つあり、/var/mqmに広
域ファイルシステムへのシンボリックリンクを設定する例を示します。最終出力
は、Solaris Volume Managerを使用して配備されたWebSphere MQに対応する
/etc/vfstab エントリのサブセットです。
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例 1–2 WebSphere MQ Managers (広域ファイルシステムの場合) (続き)

# ls -l /var/mqm
lrwxrwxrwx 1 root other 11 Jan 8 14:17 /var/mqm ->
/global/mqm
#
# ls -l /global/mqm/qmgrs
total 6
drwxrwxr-x 8 mqm mqm 512 Dec 16 09:57 @SYSTEM
drwxr-xr-x 4 root root 512 Dec 18 14:20 qmgr1
drwxr-xr-x 4 root root 512 Dec 18 14:20 qmgr2
#
# ls -l /global/mqm/log
total 4
drwxr-xr-x 4 root root 512 Dec 18 14:20 qmgr1
drwxr-xr-x 4 root root 512 Dec 18 14:20 qmgr2
#
# more /etc/vfstab (Subset of the output)
/dev/md/dg_d4/dsk/d40 /dev/md/dg_d4/rdsk/d40 /global/mqm

ufs 3 yes logging,global
/dev/md/dg_d4/dsk/d43 /dev/md/dg_d4/rdsk/d43 /global/mqm/qmgrs/qmgr1
ufs 4 yes logging,global
/dev/md/dg_d4/dsk/d46 /dev/md/dg_d4/rdsk/d46 /global/mqm/log/qmgr1

ufs 4 yes logging,global
/dev/md/dg_d5/dsk/d53 /dev/md/dg_d5/rdsk/d53 /global/mqm/qmgrs/qmgr2
ufs 4 yes logging,global
/dev/md/dg_d5/dsk/d56 /dev/md/dg_d5/rdsk/d56 /global/mqm/log/qmgr2

ufs 4 yes logging,global

#

構成に関する要件

注意 –次の要件を満たさないと、データサービスの構成がサポートされない場合があ
ります。

ここで示す要件に従って、Sun Cluster HA for WebSphere MQのインストールと構成
の計画を行ってください。これらの要件は、Sun Cluster HA for WebSphere MQにの
み適用されます。 Sun Cluster HA for WebSphere MQのインストールと構成を始める
前に、次の要件を満たしておく必要があります。

� WebSphere MQコンポーネントと依存関係— Sun Cluster HA for WebSphere MQ
データサービスは、WebSphere MQインスタンスとそれぞれのコンポーネントを
保護するように構成できます。以下、各コンポーネントとコンポーネント間の依存
関係について簡単に説明します。
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表 1–3 WebSphere MQと依存関係 (→記号で示す)

コンポーネント 説明

Queue Manager (必
須)

→ SUNW.HAStoragePlusリソース

SUNW.HAStoragePlusリソースは、WebSphere MQのファイル
システムのマウントポイントを管理し、ファイルシステムがマウ
ントされるまではWebSphere MQが起動しないようにします。

Channel Initiator (任
意)

→ Queue_Managerおよび Listenerリソース

Listenerに依存しなければならないのは、inetdの代わりに
runmqlsrを使用する場合だけです。

デフォルトでは、WebSphere MQが Channel Initiatorを起動し
ますが、デフォルト (SYSTEM.CHANNEL.INITQ)以外のチャネ
ル開始キューが必要な場合は、このコンポーネントを配備する必
要があります。

Command Server (任
意l)

→ Queue_Managerおよび Listenerリソース

Listenerに依存しなければならないのは、inetdの代わりに
runmqlsrを使用する場合だけです。

このコンポーネントは、コマンドキューに送られたコマンドを処
理するためにWebSphere MQが必要な場合です。

Listener (任意) →Queue_Managerリソース

このコンポーネントを配備するのは、専用のリスナー
(runmqlsr) が必要で、inetd リスナーを使用しない場合です。

Trigger Monitor (任
意)

→Queue_Managerおよび Listenerリソース

Listenerに依存しなければならないのは、inetdの代わりに
runmqlsrを使用する場合だけです。

このコンポーネントを配備するのは、トリガーモニターが必要な
場合です。

注 –各WebSphere MQコンポーネントの詳細は、IBMのWebSphere MQ
Application Programmingマニュアルを参照してください。

各WebSphere MQコンポーネントは、/opt/SUNWscmqs/xxx/utilに構成/登
録ファイルがあります。xxx は個々の WebSphere MQ コンポーネントを表す 3 文
字の略語です。これらのファイルによって、Sun ClusterにWebSphere MQコン
ポーネントを登録できます。

これらのファイル内では、該当する依存関係がすでに適用されています。
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例 1–3 Sun Cluster用のWebSphere MQ構成/登録ファイル

# cd /opt/SUNWscmqs
#
# ls -l chi/util
total 4
-rwxr-xr-x 1 root sys 720 Dec 20 14:44 chi_config
-rwxr-xr-x 1 root sys 586 Dec 20 14:44 chi_register
#
# ls -l csv/util
total 4
-rwxr-xr-x 1 root sys 645 Dec 20 14:44 csv_config
-rwxr-xr-x 1 root sys 562 Dec 20 14:44 csv_register
#
# ls -l lsr/util
total 4
-rwxr-xr-x 1 root sys 640 Dec 20 14:44 lsr_config
-rwxr-xr-x 1 root sys 624 Dec 20 14:44 lsr_register
#
# ls -l mgr/util
total 4
-rwxr-xr-x 1 root sys 603 Dec 20 14:44 mgr_config
-rwxr-xr-x 1 root sys 515 Dec 20 14:44 mgr_register
#
# ls -l trm/util
total 4
-rwxr-xr-x 1 root sys 717 Dec 20 14:44 trm_config
-rwxr-xr-x 1 root sys 586 Dec 20 14:44 trm_register
#
#
# more mgr/util/*
::::::::::::::
mgr/util/mgr_config
::::::::::::::
#
# Copyright 2003 Sun Microsystems, Inc. All rights reserved.
# Use is subject to license terms.
#
# This file will be sourced in by mgr_register and the parameters
# listed below will be used.
#
# These parameters can be customized in (key=value) form
#
# RS - name of the resource for the application
# RG - name of the resource group containing RS
# QMGR - name of the Queue Manager
# PORT - name of the Queue Manager port number
# LH - name of the LogicalHostname SC resource
# HAS_RS - name of the Queue Manager HAStoragePlus SC resource
#

RS=
RG=
QMGR=
PORT=
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例 1–3 Sun Cluster用のWebSphere MQ構成/登録ファイル (続き)

LH=
HAS_RS=
::::::::::::::
mgr/util/mgr_register
::::::::::::::
#
# Copyright 2003 Sun Microsystems, Inc. All rights reserved.
# Use is subject to license terms.
#

. `dirname $0`/mgr_config

scrgadm -a -j $RS -g $RG -t SUNW.gds \
-x Start_command="/opt/SUNWscmqs/mgr/bin/start-qmgr \
-R $RS -G $RG -Q $QMGR " \
-x Stop_command="/opt/SUNWscmqs/mgr/bin/stop-qmgr \
-R $RS -G $RG -Q $QMGR " \
-x Probe_command="/opt/SUNWscmqs/mgr/bin/test-qmgr \
-R $RS -G $RG -Q $QMGR " \
-y Port_list=$PORT/tcp -y Network_resources_used=$LH \
-x Stop_signal=9 \
-y Resource_dependencies=$HAS_RS

#

� WebSphere MQ Managerの保護—

WebSphere MQ インスタンス、すなわち /global/mqm/qmgrs/<qmgr> および
/global/mqm/log/<qmgr> に広域ファイルシステムを使用している場合、現在
のところ、WebSphere MQは Sun Cluster内の別のノード上で Queue Managerが
稼働しているかどうかを判別できません。

通常は使用しているクラスタファイルシステム (すなわち FFSなのか GFSなのか)
に関係なく、Sun Cluster HA for WebSphere MQデータサービスが Queue
Managerの起動と停止を管理します。

しかし、WebSphere MQインスタンスが広域ファイルシステム上で稼働している
ときに、間違いであったとしても、だれかが Sun Cluster内の別のノードで
Queue Managerを手動で起動する可能性がないわけではありません。

注 –このバグは IBMに報告済みであり、現在、修正作業中です。

この問題を回避する方法は 2通りあります。

1. WebSphere MQインスタンスにフェイルオーバーファイルシステムを使用しま
す。

WebSphere MQインスタンスをマウントできるのが、1時点で 1ノードだけに
なるので、この方法を推奨します。この構成の場合、WebSphere MQは Queue
Managerがすでに稼働しているかどうかを判別できます。
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2. strmqm/endmqmにシンボリックリンクを作成して check-start (提供スクリプ
ト)を実行します。

/opt/SUNWscmqs/mgr/bin/check-start によって、WebSphere MQ
Managerが誤って起動または停止されることがないよう防止されます。

check-startスクリプトは、WebSphere MQ Managerが Sun Clusterに
よって起動または停止されることを確認し、手動でWebSphere MQ Manager
の起動または停止が試行されるとエラーを報告します。

例 1–4誤ってWebSphere MQ Managerを手動で起動しようとした場合

WebSphere MQ Managerを手動で起動する場合のコマンドを示します。応答は
check-start スクリプトによって生成されています。

# strmqm qmgr1
# Request to run </usr/bin/strmqm qmgr1> within SC3.0 has been refused

#

この方法を使用しなければならないのは、WebSphere MQインスタンスに広域
ファイルシステムが必要な場合だけです。この場合に必要な手順の詳細は、次
のとおりです。

例 1–5 strmqmおよび endmqmで check-startを実行するためのシンボリックリンク
の作成

# cd /opt/mqm/bin
#
# mv strmqm strmqm_sc3
# mv endmqm endmqm_sc3
#
# ln -s /opt/SUNWscmqs/mgr/bin/check-start strmqm
# ln -s /opt/SUNWscmqs/mgr/bin/check-start endmqm

#

/opt/SUNWscmqs/mgr/etc/config ファイルを編集し、START_COMMAND
と STOP_COMMANDの以下のエントリを変更します。例では、コマンド名に接
尾辞 _sc3 を使用していますが、別の名前を選択してもかまいません。

# cat /opt/SUNWscmqs/mgr/etc/config
# Copyright 2003 Sun Microsystems, Inc. All rights reserved.
# Use is subject to license terms.
#
# Usage:
# DEBUG=<RESOURCE_NAME> or ALL
# START_COMMAND=/opt/mqm/bin/<renamed_strmqm_program>
# STOP_COMMAND=/opt/mqm/bin/<renamed_endmqm_program>
#
DEBUG=
START_COMMAND=/opt/mqm/bin/strmqm_sc3
STOP_COMMAND=/opt/mqm/bin/endmqm_sc3

#
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注意 – Sun Cluster HA for WebSphere MQデータサービスのホストとなるクラ
スタノードごとに、この作業を行う必要があります。ただし、crtmqm が代わ
りに strmqm と endmqm を呼び出すので、Queue Manager を作成するまでは
この手順を実行しないでください。

注 –この回避方法を採用した場合、WebSphere MQのメンテナンスが必要にな
るたびに、元に戻さなければならないことにご注意ください。その後、再びこ
の回避方法を適用する必要があります。このため、WebSphere MQが修正され
るまでの間は、WebSphere MQインスタンスにフェイルオーバーファイルシス
テムを使用するよう推奨します。

WebSphere MQのインストールと構成
ここではWebSphere MQをインストールして構成する手順について説明します。

� WebSphere MQのインストールおよび構成方法
次の手順で、WebSphere MQをインストールし、構成します。

1. Sun ClusterにおけるWebSphere MQの配備方法を決定 – WebSphere MQをどの
ように配備するかを決定する必要があります。

� 配備するWebSphere MQインスタンス数を決定します。
� 各WebSphere MQインスタンスに使用させるクラスタファイルシステムを決定
します。

2. WebSphere MQクラスタファイルシステムのマウント – Sun Clusterにおける
WebSphere MQの配備方法を決定してから、クラスタファイルシステムがマウン
トされていることを確認する必要があります。

注 – WebSphere MQインスタンスにフェイルオーバーファイルシステムを使用さ
せる場合は、手動でファイルシステムをマウントする必要があります。

3. Sun Cluster内の全ノードへのWebSphere MQのインストール –ローカルディス
クにWebSphere MQをインストールすることをお勧めします。ローカルファイル
システムにソフトウェアをインストールした場合とクラスタファイルシステムにイ
ンストールした場合のメリットとデメリットについては、『Sun Cluster 3.1データ
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サービスのインストールと構成』の 3ページ、「アプリケーションバイナリの格
納先の決定」を参照してください。

� アプリケーションバイナリの保管場所に関係なく、Sun Cluaster内の
WebSphere MQが稼働するすべてのノードにWebSphere MQ,をインストール
します。そうしなければならないのは、WebSphere MQ の pkgadd がホスト
上で複数のシンボリックリンクを追加設定するからです。

注 – WebSphere MQは、IBM’s WebSphere MQ for Sun Solaris — Quick
Beginningsマニュアルに従ってインストールしてください。

4. WebSphere MQ Manager (複数可)の作成 – Sun Cluster内のWebSphere MQを稼
働させるすべてのノードにWebSphere MQをインストールしてから、WebSphere
MQ Manager (複数可)を作成する必要があります。

WebSphere MQ V5.3 にはバグがあり、crtmqm を実行して WebSphere MQ
Managerを作成するときに、デフォルトの設定である
LogDefaultPath=/var/mqm/log を使用すると問題が起きます。問題の例とし
て、 crtmqm コマンドのエラーを示します。 AMQ7064: Log path not valid
or inaccessible です。

この問題を回避するには、WebSphere MQ Manager を作成するときに、-ld パラ
メタを指定しなければなりません。すなわち crtmqm -ld
/global/mqm/log/<qmgr> <qmgr> と指定します。

こうすると、別の <qmgr> ディレクトリ (/global/mqm/log/<qmgr>/<qmgr>)
になりますが、バグは回避できます。

例 1–6 -ldパラメタを指定してWebSphere MQ V5.3 Managerを作成

# crtmqm qmgr1
AMQ7064: Log path not valid or inaccessible.
#
# crtmqm -ld /global/mqm/log/qmgr1 qmgr1
WebSphere MQ queue manager created.
Creating or replacing default objects for qmgr1 .
Default objects statistics : 31 created. 0 replaced. 0 failed.
Completing setup.
Setup completed.
#
# cd /global/mqm/log/qmgr1
#
# ls -l
total 2
drwxrwx--- 3 mqm mqm 512 Jan 10 11:44 qmgr1
#
# cd qmgr1
#
# ls -l
total 12
drwxrwx--- 2 mqm mqm 512 Jan 10 11:44 active
-rw-rw---- 1 mqm mqm 4460 Jan 10 11:44 amqhlctl.lfh
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例 1–6 -ldパラメタを指定してWebSphere MQ V5.3 Managerを作成 (続き)

#
# pwd
/global/mqm/log/qmgr1/qmgr1
#
# cd /global/mqm/qmgrs/qmgr1
#
# more qm.ini
#*******************************************************************#
#* Module Name: qm.ini *#
#* Type : MQSeries queue manager configuration file *#
# Function : Define the configuration of a single queue manager *#
#* *#
#*******************************************************************#
#* Notes : *#
#* 1) This file defines the configuration of the queue manager *#
#* *#
#*******************************************************************#
ExitPath:

ExitsDefaultPath=/var/mqm/exits/
#* *#
#* *#
Log:

LogPrimaryFiles=3
LogSecondaryFiles=2
LogFilePages=1024
LogType=CIRCULAR
LogBufferPages=0
LogPath=/global/mqm/log/qmgr1/qmgr1/
LogWriteIntegrity=TripleWrite

Service:
Name=AuthorizationService
EntryPoints=10

ServiceComponent:
Service=AuthorizationService
Name=MQSeries.UNIX.auth.service
Module=/opt/mqm/lib/amqzfu
ComponentDataSize=0

#

注 – LogDefaultPath=/var/mqm/log を使用するときに -ld パラメタを指定
しなければならないというこのバグは IBMに報告済みであり、現在、修正作業中
です。
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WebSphere MQのインストールと構成の
確認
ここでは、インストールと構成を確認する手順について説明します。

� WebSphere MQのインストールおよび構成の確認
方法
次の手順でインストールと構成を確認します。データサービスをまだインストールし
ていないため、この手順でアプリケーションの可用性が高いかどうかを確認すること
はできません。

1. WebSphere MQ Managerを起動し、インストールを確認します。

# su - mqm
Sun Microsystems Inc. SunOS 5.8 Generic February 2000
$ strmqm qmgr1
WebSphere MQ queue manager ’qmgr1’ started.
$
$ runmqsc qmgr1
5724-B41 (C) Copyright IBM Corp. 1994, 2002. ALL RIGHTS RESERVED.
Starting WebSphere MQ script Commands.

def ql(test) defpsist(yes)
1 : def ql(test) defpsist(yes)

AMQ8006: WebSphere MQ queue created.
end

2 : end
One MQSC command read.
No commands have a syntax error.
All valid MQSC commands were processed.
$
$ /opt/mqm/samp/bin/amqsput TEST qmgr1
Sample AMQSPUT0 start
target queue is TEST
test test test test test test test

Sample AMQSPUT0 end
$
$ /opt/mqm/samp/bin/amqsget TEST qmgr1
Sample AMQSGET0 start
message <test test test test test test test>
^C$
$
$ runmqsc qmgr1
5724-B41 (C) Copyright IBM Corp. 1994, 2002. ALL RIGHTS RESERVED.
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Starting WebSphere MQ script Commands.

delete ql(test)
1 : delete ql(test)

AMQ8007: WebSphere MQ queue deleted.
end

2 : end
One MQSC command read.
No commands have a syntax error.
All valid MQSC commands were processed.

$

2. WebSphere MQ Managerを停止します。

# su - mqm
Sun Microsystems Inc. SunOS 5.8 Generic February 2000
$
$ endmqm -i qmgr1
WebSphere MQ queue manager ’qmgr1’ ending.
WebSphere MQ queue manager ’qmgr1’ ended.

$

Sun Cluster HA for WebSphere MQ
パッケージのインストール
ここでは Sun Cluster HA for WebSphere MQパッケージのインストール手順について
説明します。

� Sun Cluster HA for WebSphere MQパッケージの
インストール方法
次の手順で、Sun Cluster HA for WebSphere MQパッケージをインストールします。
この作業には、Sun Cluster Agents CD-ROMが必要です。この手順では、Sun Cluster
の初期インストール時にデータサービスパッケージをインストールしていない場合を
想定しています。

Sun Clusterのインストール時に Sun Cluster HA for WebSphere MQパッケージをイ
ンストールしている場合は、19ページの「Sun Cluster HA for WebSphere MQの登
録と構成」へ進んでください。

それ以外の場合は、次の手順で、Sun Cluster HA for WebSphere MQパッケージをイ
ンストールします。Sun Cluster HA for WebSphere MQを実行できるすべてのノード
で、この作業を行なう必要があります。
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1. CD-ROMドライブに Sun Cluster Agents CD-ROMを挿入します。

2. オプションを指定しないで scinstallユーティリティーを実行します。

scinstallユーティリティーが対話型モードで起動します。

3. メニューオプション「新しいデータサービスのサポートをこのクラスタノードに追
加」を選択します。

scinstallユーティリティーにより、ほかの情報を入力するためのプロンプトが
表示されます。

4. Sun Cluster Agents CD-ROMのパスを指定します。

ユーティリティーはこの CDをデータサービス CD-ROMとして示します。

5. インストールするデータサービスを指定します。

選択したデータサービスが scinstallユーティリティーによって示され、この選
択内容の確認が求められます。

6. scinstallユーティリティーを終了します。

7. ドライブから CDを取り出します。

Sun Cluster HA for WebSphere MQの登
録と構成
ここでは Sun Cluster HA for WebSphere MQの構成手順について説明します。

� Sun Cluster HA for WebSphere MQの登録および
構成方法
次の手順で、Sun Cluster HA for WebSphere MQをフェイルオーバーデータサービス
として構成します。この手順では、Sun Clusterの初期インストール時にデータサービ
スパッケージをインストールしている場合を想定しています。

Sun Clusterのインストール時に Sun Cluster HA for WebSphere MQをインストール
していない場合は、18ページの「Sun Cluster HA for WebSphere MQパッケージのイ
ンストール方法」へ進んでください。

それ以外の場合は、次の手順で Sun Cluster HA for WebSphere MQデータサービスを
構成します。

1. WebSphere MQのホストとなるクラスタノードの 1つで、スーパーユーザーにな
ります。
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2. SUNW.gdsというリソースタイプを登録します。

# scrgadm -a -t SUNW.gds

3. SUNW.HAStoragePlusというリソースタイプを登録します。

# scrgadm -a -t SUNW.HAStoragePlus

4. フェイルオーバーリソースグループを作成します。

# scrgadm -a -g WebSphere MQ-failover-resource-group

5. WebSphere MQディスク記憶装置に対応するリソースを作成します。

# scrgadm -a -j WebSphere MQ-has-resource \
-g WebSphere MQ-failover-resource-group \
-t SUNW.HAStoragePlus \

-x FilesystemMountPoints=WebSphere MQ- instance-mount-points

6. WebSphere MQ論理ホスト名に対応するリソースを作成します。

# scrgadm -a -L -j WebSphere MQ-lh-resource \
-g WebSphere MQ-failover-resource-group \

-l WebSphere MQ-logical-hostname

7. WebSphere MQディスク記憶装置と論理ホスト名のリソースが組み込まれた
フェイルオーバーリソースグループを有効にします。

# scswitch -Z -g WebSphere MQ-failover-resource-group

8. 必要な個々のWebSphere MQコンポーネントを作成して登録します。

Queue Managerコンポーネント (mgr)に対してこの手順を実行し、さらに使用す
るオプションのWebSphere MQコンポーネントごとに、mgrを以下のどれか 1つ
に置き換えて手順を繰り返します。

chi - Channel Initiator
csv - Command Server
lsr - Dedicated Listener
trm - Trigger Monitor

# cd /opt/SUNWscmqs/mgr/util

mgr_config ファイルを編集し、そのファイルに次のようなコメントを追加しま
す。

# These parameters can be customized in (key=value) form
#
# RS - name of the resource for the application
# RG - name of the resource group containing RS
# QMGR - name of the Queue Manager
# PORT - name of the Queue Manager port number
# LH - name of the LogicalHostname SC resource
# HAS_RS - name of the Queue Manager HAStoragePlus SC resource

#

WebSphere MQ Manager qmgr1 の例を示します。
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RS=wmq-qmgr-res
RG=wmq-rg
QMGR=qmgr1
PORT=1414
LH=wmq-lh-res

HAS_RS=wmq-has-res

mgr_config の編集後、リソースを登録する必要があります。

# ./mgr_register

9. WebSphere MQ Managerの保護を有効にします (必要な場合)。

WebSphere MQ Managerの保護を実装するのは、広域ファイルシステムに
WebSphere MQを配備した場合だけです。WebSphere MQ Managerの保護の詳細
は、9ページの「構成に関する要件」、特に例 1–5を参照してください。それ以
外の場合は、次の手順に直接進んでください。

さらに、この手順は Sun Cluster HA for WebSphere MQのホストとなる各 Sun
Clusterノードで繰り返す必要があります。

10.各WebSphere MQリソースを有効にします。

前の手順と同様、WebSphere MQコンポーネントごとにこの手順を繰り返しま
す。

# scstat

# scswitch -e -j WebSphere MQ-resource

Sun Cluster HA for WebSphere MQのイ
ンストールと構成の確認
ここでは、データサービスが正しくインストールされて構成されているかどうかを確
認する手順について説明します。

� Sun Cluster HA for WebSphere MQのインストー
ルおよび構成の確認方法
次の手順で、Sun Cluster HA for WebSphere MQが正しくインストールされて構成さ
れているかどうかを確認します。

1. WebSphere MQのホストとなるクラスタノードの 1つで、スーパーユーザーにな
ります。

2. すべてのWebSphere MQリソースがオンラインになっていることを scstatで確
認します。
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# scstat

オンラインになっていないWebSphere MQリソースごとに、次のように
scswitch コマンドを使用します。

# scswitch -e -j WebSphere MQ- resouce

3. scswitchコマンドを実行し、WebSphere MQリソースグループをほかのクラス
タノード (node2など)に切り替えます。

# scswitch -z -g WebSphere MQ-failover-resource-group -h node2

Sun Cluster HA for WebSphere MQ障害
モニターの概要
この情報は、Sun Cluster HA for WebSphere MQ障害モニターを理解するうえで役立
ちます。ここでは、Sun Cluster HA for WebSphere MQ障害モニターのプローブアル
ゴリズム、または機能について説明し、プローブエラーに関連する条件、メッセー
ジ、回復アクションを示します。

障害モニターの概念については、「Sun Cluster 3.1の概念」を参照してください。

リソースプロパティ
Sun Cluster HA for WebSphere MQ障害モニターでは、リソースタイプ SUNW.gdsと
同じリソースプロパティを使用します。使用するリソースプロパティの全リストにつ
いては、SUNW.gds(5)のマニュアルページを参照してください。

プローブアルゴリズムと機能
� WebSphere MQ Manager

� Thorough_probe_intervalの間、休止します。
� Queue Managerに接続し、一時動的キューを作成し、メッセージをキューに格
納し、そのうえで Queue Managerを切断します。これに失敗すると、検証に
より Queue Managerを再起動します。

� すべての Queue Managerプロセスが無効な場合は、pmfが検証に割り込んで
ただちに Queue Managerを再起動します。

� Queue Manager が繰り返し再起動され、最終的に Retry_interval の
Retry_count を使い果たすと、別のノードでそのリソースグループのフェイ
ルオーバーが開始されます。
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� その他のWebSphere MQコンポーネント (chi、csv、および trm)

注 –プローブアルゴリズムと機能の動作は、Channel Initiator、Command
Server、Trigger Monitorのいずれでも同じです。したがって、以下の説明では、
単にリソースでこれらのコンポーネントを表します。

� Thorough_probe_intervalの間、休止します。
� Queue Managerに依存します。Queue Managerが失敗するとリソースも失敗
します。Queue Managerが再び使用できるようになるとただちに、リソースが
再起動されます。

� リソースが停止すると、pmfが検証に割り込んでただちにプロセスを再起動し
ます。

� リソースが繰り返し再起動されて、 Retry_interval の Retry_count を
使い果たしても、別のノードへのフェイルオーバーは開始されません。
Failover_enabled=FALSE が設定されているからです。代わりに、リソー
スが再起動されます。ただし、この動作は今後拡張され、再起動する代わり
に、リソースを Offline としてマーキングできるようになる予定です。

� WebSphere MQ Listener

� Thorough_probe_intervalの間、休止します。
� runmqlsr プロセスが Queue Manager と対応づけられており、なおかつポー
トが稼働しているかどうかを確認します。

� リスナーは、同じ pmftagで複数のポート番号に対応できます。特定のポート
に対応するリスナーが欠落していることが判明すると、検証によりそのリス
ナーの再起動が開始されます。他のリスナーは影響を受けません。

リソースは複数のリスナーに対応できますが、すべてのリスナーが失敗してか
らでなければ、リソースは再起動されません。したがって、複数のリスナーが
動作しているリソースでも、再起動をきめ細かく制御できます。

� リソースが繰り返し再起動されて、 Retry_interval の Retry_count を
使い果たしても、別のノードへのフェイルオーバーは開始されません。
Failover_enabled=FALSE が設定されているからです。代わりに、リソー
スが再起動されます。ただし、この動作は今後拡張され、再起動する代わり
に、リソースを Offline としてマーキングできるようになる予定です。
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Sun Cluster HA for WebSphere MQのデ
バッグ

� Sun Cluster HA for WebSphere MQのデバッグを
有効にする方法
ここでは、Sun Cluster HA for WebSphere MQのデバッグを有効にする方法について
説明します。

Sun Cluster HA for WebSphere MQは複数のWebSphere MQインスタンスで使用で
きます。デバッグは、すべてのWebSphere MQインスタンスに対して有効にすること
も、特定のWebSphere MQインスタンスに対して有効にすることもできます。

各WebSphere MQコンポーネントは、 /opt/SUNWscmqs/xxx/etcに DEBUG
ファイルがあります。xxx は個々の WebSphere MQ コンポーネントを表す 3 文字の
略語です。

これらのファイルによって、Sun Clusterの特定のノードで特定のWebSphere MQイ
ンスタンスに対してデバッグを有効にすることも、またはすべてのWebSphere MQイ
ンスタンスに対してデバッグを有効にすることもできます。Sun Cluster全体にわ
たって、Sun Cluster HA for WebSphere MQのデバッグを有効にしなければならない
場合は、Sun Cluster内のすべてのノードでこの手順を繰り返す必要があります。

必要に応じて Sun Clusterの各ノードで、Queue Managerコンポーネント (mgr)に対
してこの手順を実行し、さらにデバッグ出力が必要なWebSphere MQコンポーネント
(オプション)で手順を繰り返します。

1. /etc/syslog.confを編集します。

/etc/syslog.conf を編集し、daemon.notice を daemon.debug に変更し
ます。

# grep daemon /etc/syslog.conf
*.err;kern.debug;daemon.notice;mail.crit /var/adm/messages
*.alert;kern.err;daemon.err operator

#

daemon.notice を daemon.debug に変更し、syslogd を再起動します。次に
示す grep daemon /etc/syslog.conf コマンドの出力例では、
daemon.debugが設定されています。

# grep daemon /etc/syslog.conf
*.err;kern.debug;daemon.debug;mail.crit /var/adm/messages
*.alert;kern.err;daemon.err operator
#
# pkill -1 syslogd
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#

2. /opt/SUNWscmqs/mgr/etc/configを編集します。

/opt/SUNWscmqs/mgr/etc/config を編集し、 DEBUG= を DEBUG=ALL または
DEBUG= resourceに変更します。

# cat /opt/SUNWscmqs/mgr/etc/config
#
# Copyright 2003 Sun Microsystems, Inc. All rights reserved.
# Use is subject to license terms.
#
# Usage:
# DEBUG=<RESOURCE_NAME> or ALL
# START_COMMAND=/opt/mqm/bin/<renamed_strmqm_program>
# STOP_COMMAND=/opt/mqm/bin/<renamed_endmqm_program>
#
DEBUG=ALL
START_COMMAND=
STOP_COMMAND=

#

注 –デバッグを無効にするには、この手順を逆に実行してください。
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